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斗

『

横
須
賀
市
追
浜
南
町
に
あ
る
良
心
寺
に
は
、
朝
倉
能
登
守
夫
人
の
塔
と
い
う

制

マ

石
造
宝
筐
印
塔
が
あ
る
。
こ
の
宝
筐
印
塔
は
、
寺
の
山
門
を
人
っ
て
す
ぐ
左
手

に
あ
る
鐘
楼
の
裏
か
ら
山
道
を
登
っ
た
中
腹
に
立
っ
て
い
ろ
。
良
心
寺
に
こ
の

墓
の
あ
る
こ
と
は
、
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
お
り
、
「
新
編
相
模
国
風
土
記
稿
」

に
次
の
記
載
が
あ
る
。

｛

北

口

Ⅱ

ザ

ー

ー

、

↑

」

Ⅱ

４

、

」

能
登
守
は
当
時
の
領
主
な
り
。
（
中
略
）
其
妻
女
は
天
正
十
一
年
六
月

ｆ

十

時

〆

〉

、

‐

、

‐

Ｌ

。

、

、

０

”

ｊ

、

十

蔵

一

日

に

卒

す

。

法

名

を

大

悲

院

法

誉

良

心

と

号

す

。

寺

院

号

僻

即

是

謹

と

叺

て

名

づ

く

。

境

内

に

墓

あ

り

。

ま
た
、
↑
最
近
で
は
、
α
~
「
横
須
賀
の
文
化
財
」
や
、
「
横
須
賀
雑
考
」
に
紹
介
さ
れ

（

９

１

）

ｂ

ｂ

ｌ

ｌ

Ｌ
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２

｝

も

、

‐

可

‐

て

い

る
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‐
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↓

↓

》

｜

：

、

ノ

診

・

学

~

｛

１

■

こ

の

宝

筐

印

塔

は

、

基

礎

の

正

面

に

、

〆

“

~

？

‐

《

独

・

当

事

建

亟

鵬

い

ぃ

ノ

１

１

例

ｊ

~

恥

肘

‐

〃

↑

／

、

久

幽

、

″

~

０

６

虹

奄

、

１
，
》
、
｝
）
大
旦
主
』

０

，

１

ｆ

ｌ

、

ｆ

、

烏

１

０

４

１

Ｊ

羊

・

ノ

、
栂
牌
今
《
・
－
判
大
人
．
ｉ
’
１
象
Ｉ
Ｌ
Ｊ
９

朝
倉
能
登
守
夫
人
墓
石
造
宝
筐
印
塔
の

造

立

年

代

に

つ

い

て

‐

加

川

へ

＄

ｇ

品

凸

』

Ｌ

ｐ

Ｄ

、

‐

ｂ

ｒ

ｆ

斉

；

藤

↓

彦

‐

司

~

大

悲

院

殿

，

法

誉

良

心

大

姉

朝

倉

能

登

守

奥

天

正

十

一

年

未

六

月

十

一

日

／

~

（

③

“

）

と
銘
文
が
刻
ま
れ
て
い
る
が
、
年
号
は
能
登
守
夫
人
の
没
年
月
日
を
記
し
た
も

の
で
、
こ
の
塔
が
そ
の
直
後
に
造
立
さ
れ
た
も
の
と
し
て
は
、
宝
筐
印
塔
の
形

式
蝿
躰
届
ろ
と
疑
問
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
同
じ
形
式
を
持
つ
他
の
宝
嚴
印
塔
と

比

較

、

検

討

す

る

こ

と

に

~

し

た

○

》

Ｌ

：

』

ｆ

〕

、

卜

娼
・

Ｉ

良
心
寺
と
朝
倉
氏
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
江
戸
時
代
に
作
ら
れ
た
各
種
の

（

Ｑ

い

）

「

地
誌
に
、
良
心
寺
の
開
基
が
朝
倉
能
登
守
で
あ
る
こ
と
が
耆
か
れ
て
い
る
し
、

前
項
に
記
し
た
能
登
守
夫
人
の
墓
の
銘
文
か
ら
も
知
る
こ
と
が
て
き
る
。
ま

た
、
良
心
寺
に
は
亥
年
六
凡
汁
六
冊
に
出
さ
れ
た
朝
倉
能
登
守
の
寺
領
寄
進
状

と
、
未
年
六
月
十
一
日
に
出
さ
れ
た
朝
倉
右
馬
助
の
寺
領
寄
進
状
が
所
蔵
さ
れ

迫

（

β

牡

）

て

い

る

。

｜

α

・

」
朝
倉
氏
は
小
田
原
北
条
氏
の
家
臣
で
、
「
小
田
原
衆
所
領
役
帳
１
－
に
よ
る

と
、
玉
繩
衆
に
属
じ
、
｜
良
心
寺
の
あ
る
三
浦
郡
浦
郷
そ
の
他
に
、
二
百
九
十
九

（

Ｆ

Ｄ

）

貫
三
百
四
十
文
の
領
地
を
持
つ
武
将
で
あ
っ
た
。

ｆ

、

■

１

１

６

０

１

４

１

９

●

！

、

Ｊ

１

卜

４

Ｊ

胸

、

ｊ

こ
の
朝
倉
氏
の
な
か
で
、
能
登
守
塞
名
乗
っ
た
人
物
に
は
、
次
の
三
人
を
あ
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良
心
寺
の
朝
倉
能
登
守
夫
人
墓
塔
に
近
い
形
式
を
持
つ
宝
擬
印
塔
を
、
三
浦

半
島
で
捜
す
と
、
次
の
例
が
あ
る
。

検
須
賀
市
盛
福
寺
元
和
八
年
塔
（
一
六
三
一
年
）
（
実
測
図
７
）

（

９

）

鎌

倉

市

安

養

院

元

和

九

年

塔

（

一

六

二

三

年

）

（

実

測

図

３

）

横
須
賀
市
磯
福
寺
寛
永
元
年
塔
（
一
六
二
四
年
）
（
実
測
図
５
）

鎌

倉

市

大

宝

寺

寛

永

二

年

塔

（

一

六

二

五

年

）

（

爽

測

図

６

）

鎌

倉

市

安

養

院

寛

永

三

年

塔

（

一

六

二

六

年

）

（

実

測

図

叩

）

鎌

倉

市

大

宝

寺

寛

永

七

年

塔

（

一

六

三

○

年

）

（

実

測

図

皿

）

横
須
賀
市
自
得
寺
寛
永
九
年
塔
（
一
六
三
二
年
）
（
実
測
図
⑫
）

逗
子
市
海
宝
院
寛
永
十
三
年
塔
（
一
六
三
六
年
）
（
実
測
図
出
）

げ
る
こ
と
が
出
来
る
。

（

Ｐ

、

）

一
、
北
条
氏
綱
の
時
代
に
活
躍
し
、
弓
馬
の
達
人
て
あ
っ
た
犬
也
入
道
。

二
、
豊
臣
秀
吉
の
小
田
原
攻
め
の
際
、
玉
繩
城
主
北
条
氏
勝
に
従
っ
て
箱

（

【

４

）

根
山
中
城
に
た
て
こ
も
っ
た
重
信
ｏ
岡
城
の
落
城
の
時
入
道
し
て
犬
也
。

三
、
北
条
氏
の
没
落
の
後
、
結
城
中
納
言
秀
峡
に
仕
え
た
景
隆
。
後
人
道

（

毎

ろ

）

し

て

犬

也

。

し
か
し
、
い
ず
れ
も
入
道
し
て
犬
也
と
称
し
て
い
る
点
に
疑
問
か
あ
り
、
ど

の
能
登
守
が
良
心
寺
に
夫
人
の
墓
が
あ
る
人
物
に
当
た
る
の
か
は
、
今
後
の
検

討
が
必
要
で
あ
る
。

斉
藤
朝
倉
能
守
夫
人
墓
石
造
宝
筐
印
塔
の
造
立
年
代
に
つ
い
て

3

前
項
で
あ
げ
た
十
基
の
宝
筐
印
塔
に
よ
っ
て
、
江
戸
時
代
初
期
の
宝
筐
印
塔

の
特
徴
を
各
部
分
に
分
け
て
述
べ
て
行
く
が
、
中
世
の
関
東
形
式
及
び
関
西
形

式
の
崎
と
も
関
係
か
あ
る
の
て
、
両
形
式
の
参
考
盗
料
と
し
て
、
次
の
二
基
を

あ
げ
て
お
く
。

川
勝
政
太
郎
「
石
造
美
術
入
門
」
所
載
の
関
西
形
式
塔
（
実
測
図
１
）

鎌

倉

市

坂

間

氏

蔵

文

保

元

年

塔

（

二

二

七

年

）

（

実

測

図

２

）

〔
基
壇
〕
基
壇
は
中
世
の
関
東
形
式
の
塔
で
は
す
べ
て
の
塔
に
あ
り
、
宝
侭

印
塔
の
一
部
分
に
な
っ
て
い
る
。
上
部
は
反
花
座
を
作
り
、
側
川
は
輪
郭
を
巻

き
中
央
に
束
を
立
て
て
二
区
に
分
け
、
そ
の
内
部
に
は
格
狭
間
を
現
わ
す
塔
が

あ
る
。
関
西
形
式
の
塔
で
は
、
基
壇
の
あ
る
塔
と
な
い
塔
が
あ
り
、
上
部
は
反

花
座
を
作
る
が
、
側
面
は
無
地
の
ま
ま
で
、
関
東
形
式
の
基
壇
と
比
較
し
て
そ

の
厚
味
が
少
な
い
。

江
戸
初
期
の
塔
で
は
、
す
~
へ
て
の
塔
が
基
壇
を
持
つ
関
東
形
式
で
あ
る
が
、

横

須

賀

市

塚

山

公

園

三

浦

按

針

墓

塔

（

実

測

図

４

）

横

須

賀

市

盛

福

寺

年

代

不

明

塔

（

実

測

図

９

）

以
上
の
よ
う
に
、
記
年
銘
の
あ
る
塔
は
す
べ
て
、
江
戸
時
代
初
期
の
年
号
を

持
っ
て
い
る
。
な
お
、
寛
永
十
年
以
降
の
塔
は
、
数
多
く
見
る
こ
と
が
で
き
る

が
、
こ
こ
で
は
、
一
例
と
し
て
海
宝
院
寛
永
十
三
年
塔
だ
け
を
あ
げ
て
お
い

た
。
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そ
の
形
は
上
部
が
反
花
座
で
側
面
が
無
地
の
関
西
形
式
が
多
い
。
三
浦
抜
針
墓

塔
だ
け
が
関
東
形
式
の
側
面
を
二
区
に
分
け
た
基
壇
を
持
っ
て
い
る
。
反
花
座

は
、
す
べ
て
の
塔
か
一
つ
の
側
面
の
中
火
に
一
弁
と
左
右
に
各
一
弁
が
あ
り
、

左
右
の
弁
は
他
の
側
面
の
左
右
の
弁
を
兼
ね
て
い
る
の
で
、
全
休
で
八
弁
で
反

花
座
を
構
成
し
て
い
る
。
し
か
し
、
花
弁
の
表
現
に
は
差
が
あ
り
、

は
っ
き
り
と
し
た
反
花
を
持
つ
塔
は
、

盛
福
寺
元
和
八
年
塔
・
盛
福
寺
寛
永
元
年
塔
・
三
浦
按
針
墓
塔

の
三
基
で
、大
宝
寺
寛
永
二
年
塔
・
安
養
院
寛
永
三
年
塔
・
盛
猫
寺
年
代
不
明
塔

の
三
基
で
は
、
や
や
簡
単
な
反
花
に
な
っ
て
い
て
、

大
宝
寺
寛
永
七
年
塔
・
自
得
寺
寛
永
九
年
塔
・
海
宝
院
寛
永
十
三
年
塔

の
三
基
て
は
、
更
に
簡
略
化
さ
れ
た
反
花
の
表
現
か
行
な
わ
れ
て
い
る
。

〔
基
礎
〕
中
世
の
関
東
形
式
の
塔
で
は
、
上
部
を
二
段
の
段
型
と
し
、
側
面

は
基
壇
と
川
様
輪
郭
を
巻
い
て
二
区
に
分
け
て
い
る
。
関
西
形
式
の
塔
で
は
、

上
部
を
反
花
に
す
る
塔
と
二
段
の
段
型
に
す
る
塔
か
あ
り
、
側
凹
も
輪
郭
を
巻

き
一
区
に
す
る
塔
と
輪
郭
を
巻
か
な
い
塔
が
あ
る
。
ま
た
、
関
西
形
式
の
塔
て

は
、
格
狭
間
を
表
現
す
る
場
合
は
基
礎
に
行
な
っ
て
い
る
。

江
戸
初
期
の
塔
の
う
ち
へ
安
養
院
元
和
九
年
塔
は
上
部
が
二
段
の
段
型
で
側

面
を
輪
郭
で
二
区
に
分
け
る
関
東
形
式
を
示
し
て
い
る
が
、
他
の
塔
は
、
上
部

が
反
花
座
で
側
面
に
輪
郭
を
巻
く
が
一
区
の
関
西
形
式
が
ほ
と
ん
ど
で
、
盛
柵

寺
年
代
不
明
塔
だ
け
は
側
面
に
輪
郭
を
巻
か
な
い
。
た
だ
、
基
礎
に
格
狭
間
を

神
奈
川
県
立
博
物
餅
研
究
報
告
第
一
巻
第
二
号
一
九
六
九
年
三
川

表
現
し
た
塔
は
な
い
。
ま
た
、
反
花
座
に
つ
い
て
は
、
基
壇
で
行
な
っ
た
分
狐

と
可
じ
こ
と
か
言
え
る
が
、
自
得
寺
寛
永
九
年
塔
で
は
、
湾
曲
し
た
面
に
沈
線

で
反
花
を
描
い
た
最
も
簡
単
な
表
現
を
し
て
い
る
。

〔
塔
身
〕
中
世
の
関
東
形
式
の
塔
は
輪
郭
を
巻
く
か
、
関
西
形
式
の
塔
で
は

輪
郭
を
巻
か
な
い
。

江
戸
初
期
の
塔
の
う
ち
、
関
西
形
式
を
示
す
塔
に
は
、

盛
描
寺
元
和
八
年
塔
・
盛
柵
寺
年
代
不
明
塔

の
二
基
か
あ
り
、
蓮
座
や
月
輪
を
陰
刻
し
て
い
る
。
そ
の
他
の
塔
は
輪
郭
を
巻

く
関
東
形
式
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
中
世
の
塔
で
は
側
面
が
正
方
形
も
し
く

は
そ
れ
に
近
い
形
を
し
て
い
る
の
に
対
し
、
江
戸
初
期
の
塔
で
は
、
新
し
い
年

代
の
塔
で
商
さ
が
巾
に
較
べ
て
高
い
塔
が
現
わ
れ
て
い
る
。

〔
笠
〕
中
世
の
関
東
形
式
の
塔
は
、
下
部
の
段
型
か
二
段
で
、
上
部
の
段
型

が
七
段
又
は
五
段
で
、
最
上
部
の
段
型
に
は
輪
郭
を
巻
い
て
二
区
に
分
け
露
撚

を
表
現
す
る
塔
が
あ
る
。
隅
飾
突
起
は
二
弧
で
輪
郭
を
巻
い
て
い
る
。
関
西
形

式
の
塔
で
は
、
下
部
の
段
型
が
二
段
で
、
上
部
の
段
淑
が
六
段
で
殿
上
部
に
露

轆
の
表
現
は
し
な
い
。
隅
飾
突
起
は
二
弧
又
は
三
弧
で
輪
郭
は
巻
く
塔
と
巻
か

な
い
塔
が
あ
る
。

江
戸
初
期
の
塔
で
は
、
下
部
の
段
型
は
す
べ
て
二
段
で
あ
る
が
、
上
部
の
段

型
は
、
七

段

安

養

院

元

和

九

年

塔

六
段
碓
描
寺
元
和
八
年
塔
・
感
福
寺
寛
永
元
年
塔
・
大
宝
寺
寛
永
二
年

(3)
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~
“
、
塔
・
安
養
院
寛
永
三
年
塔
~
・
三
浦
按
針
墓
塔
・
盛
福
寺
年
代
不
明
塔

ｒ
‘
ｆ
１
Ｉ
手
、
０
．

単

。

・

ｏ

１

１

ｐ

Ｉ

４

坐

、
、
五
段
大
宝
寺
寛
永
七
年
塔
。
自
得
寺
蒐
永
九
年
塔
・
海
宝
院
寛
永
十
三

、

‐

」

『

年

塔

．

〃

の
三
種
煩
が
あ
り
、
年
代
が
下
る
に
従
っ
て
段
数
が
少
左
く
な
ろ
こ
と
を
示
し

て

い

る

。

~

」

隅
飾
突
起
は
、
中
世
の
塔
に
比
較
し
て
、
上
に
行
く
ほ
ど
外
に
開
く
形
を
し

て
い
る
が
、
す
べ
て
の
塔
が
輪
祁
を
巻
く
関
東
形
式
で
あ
る
。
ま
た
、
安
養
院

元
和
九
年
塔
は
三
弧
で
最
下
の
弧
は
変
形
し
、
上
部
段
型
最
下
段
の
装
飾
化
し

~~
~ て
唯
ろ
が
、
そ
の
他
の
塔
は
二
弧
で
、
、
下
の
弧
は
安
養
院
元
和
九
年
塔
と
同
様

装
飾
化
し
て
い
る
。
な
お
、
海
宝
院
寛
永
十
三
年
塔
で
は
、
弧
と
弧
の
間
の
茨

部
が
渦
巻
と
な
っ
て
隅
飾
突
起
の
内
部
装
飾
に
な
？
て
い
る
。

~
〔
伏
鉢
〕
／
中
世
の
両
形
式
で
は
、
、
高
さ
の
低
い
伏
鉢
で
あ
る
の
に
対
し
、
江

戸
初
期
の
塔
で
は
巾
と
高
さ
が
同
じ
に
近
い
高
い
伏
鉢
に
な
っ
て
い
る
。
更

に
、
海
宝
院
寛
永
十
三
年
塔
で
は
、
伏
鉢
の
上
部
か
ら
四
方
に
蓮
弁
を
さ
げ

~

：

、

て
、
本
来
の
伏
鉢
の
意
味
を
失
っ
た
装
飾
化
が
行
な
●
わ
れ
て
い
ろ
。

〔
請
花
〕
請
花
は
九
輪
を
は
さ
ん
で
上
下
に
二
個
作
ら
れ
て
い
る
が
、
中
肚

の
塔
に
較
べ
て
江
戸
初
期
の
請
花
は
形
式
的
に
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
江

戸
初
期
の
塔
で
は
、
下
部
の
狭
い
部
分
か
ら
急
に
巾
が
広
が
り
、
途
中
か
ら
上

ま
で
は
同
じ
太
さ
の
単
純
な
形
に
な
り
、
海
宝
院
寛
永
十
三
年
塔
で
は
、
下
か

ら
上
に
向
か
っ
て
広
が
っ
た
新
し
い
形
を
し
て
い
る
。
な
お
、
大
宝
寺
寛
永
二

↓
年
塔
で
は
伏
鉢
の
上
の
請
花
の
表
現
を
省
略
し
て
い
る
。
~
‐
・
・
ゞ

斉
‐
藤
朝
倉
能
守
夫
人
墓
石
造
宝
筐
印
峅
の
遊
立
年
代
に
つ
い
て

〔
九
輪
〕
中
世
の
両
形
式
の
九
輪
は
上
部
の
や
や
細
い
円
筒
に
一
定
の
深
さ

と
巾
を
持
っ
た
沈
線
で
正
確
に
表
現
さ
れ
て
い
る
が
、
江
戸
初
期
の
塔
は
、
ド

ー
ナ
ツ
を
積
み
上
げ
た
形
で
独
得
な
九
輪
の
表
現
を
し
て
い
ろ
。
た
だ
し
、
大

宝
寺
寛
永
二
年
塔
は
、
〆
沈
線
だ
け
で
簡
単
に
現
わ
し
て
い
ろ
。
〃
・

ま
た
、
輪
の
数
に
つ
い
て
も
、

九
輪
盛
福
寺
寛
永
元
年
塔
・
↑
三
浦
按
針
墓
塔

七

輪

〃

大

宝

寺

寛

永

二

年

塔

〃

~
↑
六
輪
盛
禰
寺
元
和
八
年
塔
・
盛
価
寺
年
代
不
明
塔
‐

．
Ｊ
五
輪
安
養
院
寛
永
三
年
塔
‐

豆
四
輪
大
宝
寺
寛
永
七
年
塔
．
自
伴
寺
寛
永
九
年
塔
・
海
宝
院
蒐
永
十
三

年

塔

‐

』

、

、

と
、
年
代
が
下
る
に
従
っ
て
輪
数
が
少
な
く
な
る
傾
向
を
示
し
て
い
ろ
。

〔
宝
珠
〕
中
世
の
二
形
式
の
塔
が
、
い
わ
ゆ
る
疑
宝
珠
の
形
を
し
て
い
る
の

に
対
し
、
江
戸
初
期
の
塔
で
ば
頂
部
が
非
常
に
発
達
し
、
大
き
~
な
三
角
帽
子
を

．

ｋ

の
せ
た
形
に
な
っ
て
い
る
が
、
ほ
と
ん
ど
の
塔
で
三
角
州
チ
の
上
部
を
欠
失
し

て
し
ま
っ
て
い
ろ
。
た
だ
、
盛
福
寺
寛
永
元
年
塔
の
頂
部
は
上
が
ま
る
み
を
持

っ
た
円
筒
形
で
高
さ
は
低
い
。
ま
た
、
脚
押
寺
寛
永
九
年
塔
と
三
浦
按
針
墓
塔

■

や

凸

と
ぱ
、
頂
祁
が
完
全
に
欠
失
し
て
い
て
、
そ
の
形
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

以
上
述
べ
て
来
た
よ
う
に
、
江
戸
初
期
の
宝
陵
印
塔
は
、
中
世
の
関
東
形
式

及
び
関
西
形
式
の
両
者
の
特
徴
を
、
各
祁
分
に
わ
た
っ
て
受
け
入
れ
、
更
に
、

Ｌ

，

七

ｊ

あ
る
部
分
で
ば
簡
略
化
を
行
な
い
、
・
ま
た
、
別
の
部
分
で
は
装
飾
化
を
行
な
い

(4)



な
が
鄙
、
次
第
に
江
戸
時
代
独
得
の
形
式
を
作
り
あ
げ
て
い
っ
た
。
じ
そ
の
変
化

○

紙

ｉ

Ｆ

０

ｆ
Ｌ

の
過
程
の
中
で
、
‐
今
回
ど
り
土
げ
た
塔
を
、
古
い
形
式
の
塔
か
ら
列
挙
し
て
行

舎

‐

川

此

‐

仕

可

郷

へ

〃
く
、
，
上
」
、

１

Ｖ

歩

ｊ

収

』

到

１

Ｊ

華

寺

、

ゴ

ー

グ

Ｌ

一

、

安

養

院

元

和

九

年

塔

‐

訓

、

｝

！

』

ｌ

４

Ｊ

Ｊ

〃

グ

Ｌ

一

二

、

三

汕

抜

針

墓

塔

嫌

ゞ

ｆ

ｒ

割

Ｊ

、

》

”

，

．

、

ゾ

い

』

・

‐

１

ぴ

て

・

三

、

盛

禍

寺

寛

永

元

年

塔

、

」

ジ

一

四

、

盛

禍

寺

元

和

八

年

塔

グ

ー

』

浜

盛

哩

阜

伏

不

明

塔

一

六

、

安

養

院

寛

永

三

年

塔

と

七

、

大

宝

寺

寛

永

七

年

塔

。

八

、

自

得

寺

寛

永

九

年

塔

』

九

、

」

海

宝

院

寛

永

十

三

年

塔

の
順
に
な
り
、
墓
塔
に
刻
ま
れ
て
い
る
年
号
の
順
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
‐
た
だ
、
↑

盛
福
寺
元
和
八
年
塔
が
年
号
の
割
に
新
し
い
形
を
し
て
い
る
か
《
一
か
ら
四
ま

て
て
わ
ず
か
三
年
の
開
き
し
か
な
い
し
、
形
式
の
変
化
が
一
年
ご
と
に
正
確
に

現
わ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
思
う
。
ま
た
、
大
宝
寺
寛
永
二
年
塔
は
相
輪
の
形

か
異
な
る
が
、
そ
の
他
の
部
念
は
、
五
か
六
の
位
置
を
示
す
も
の
で
、
同
じ
時

期
に
別
形
式
と
し
て
存
在
し
て
い
た
と
い
え
る
。

神
奈
川
県
立
博
物
節
研
究
報
告
第
一
巻
第
二
号
一
九
六
九
年
三
月

Ｆ

Ｄ

柊

で

べ

》

１

‐

夕

》

良
心
寺
に
あ
る
朝
倉
能
登
守
夫
人
墓
の
宝
薩
印
塔
の
特
徴
を
、
前
項
で
記
し

た
江
戸
初
期
の
塔
の
特
徴
に
、
各
部
分
に
分
け
て
そ
の
順
位
を
当
て
は
め
て
行

く
と
、基

壇
及
び
基
礎
の
上
部
は
反
花
座
で
、
そ
の
表
現
が
は
っ
き
り
行
な
わ
れ
、

二
’
四
と
川
じ
で
あ
る
。

基
礎
側
面
は
輪
郭
を
巻
く
が
一
区
で
、
二
’
九
と
同
じ
で
あ
る
。

塔
身
は
輪
郭
を
巻
か
す
月
輪
と
蓮
座
を
刻
ん
で
い
て
、
四
、
五
と
何
じ
て
あ

る
。

笠
の
部
の
上
段
型
の
段
数
は
六
段
で
、
二
２
六
と
同
じ
で
あ
る
。

隅
飾
突
起
は
輪
郭
を
巻
く
二
弧
で
下
の
弧
が
装
飾
化
さ
れ
て
い
て
、
二
’
八

と
Ⅲ
じ
で
あ
る
。

伏
鉢
は
無
地
で
高
さ
と
巾
か
川
し
く
ら
い
あ
る
伏
鉢
で
、
二
２
八
と
同
じ
て

あ
る
。

請
花
は
下
部
が
急
に
巾
が
広
く
な
り
、
途
中
か
ら
上
ま
て
か
同
じ
大
さ
て
、

二
２
八
と
Ⅲ
じ
で
あ
る
。

九
輪
は
ド
ー
ナ
ツ
形
を
積
み
上
げ
た
形
で
六
輪
を
現
わ
し
、
四
、
五
と
川
じ

で
あ
る
。

宝
珠
は
頂
部
が
ほ
と
ん
ど
欠
失
し
て
い
る
か
、
残
っ
た
部
分
か
ら
見
る
と
三

角
Ｗ
子
で
、
四
２
九
と
Ⅲ
じ
で
あ
る
。

以
上
の
点
か
ら
能
姦
守
夫
人
墓
塔
は
、
す
べ
て
の
点
で
、
江
戸
初
期
の
塔
と

川
じ
特
徴
を
持
ち
、
特
に
四
の
孫
描
寺
元
和
八
年
塔
に
近
い
形
を
し
て
い
る
。

た
だ
、
前
項
で
記
し
た
通
り
、
こ
の
塔
が
記
年
よ
り
や
や
新
し
い
順
位
に
な
っ

(5）



て
い
る
た
め
、
少
し
拡
大
し
て
考
え
る
と
、
安
養
院
寛
永
三
年
‐
塔
よ
り
古
い
形

式
を
多
く
の
部
分
で
示
し
、
安
養
院
元
和
九
年
塔
よ
り
新
し
い
形
式
で
あ
る
の

で
、
元
和
末
年
か
ら
寛
永
三
年
ま
で
の
間
に
造
立
さ
‐
れ
た
も
の
と
考
え
ろ
。

斉
藤
朝
倉
能
守
夫
人
墓
石
造
宝
筐
印
塔
の
造
立
年
代
に
つ
い
て

１
「
横
須
賀
の
文
化
財
」
（
横
須
加

「
横
須
賀
雑
考
」
（
横
須
賀
文
化
駒

２
「
横
須
賀
の
文
化
財
」
及
び
星

い
る
が
現
在
は
正
面
に
あ
る
。
ま
七

日
」
を
「
賓
十
一
月
」
と
記
し
て

「
六
月
十
一
日
」
と
認
め
ら
れ
た
。

３
「
新
編
相
模
国
風
土
記
稿
」
。

４
岩
崎
義
朗
「
相
模
国
三
浦
半
島
の
古
文
書
に
つ
い
て
（

館
研
究
報
告
人
文
科
学
第
七
号
昭
和
三
十
八
年
）

「
相
模
国
三
浦
半
島
の
古
文
書
に
つ
い
て
（

５
「
続
群
書
類
従
」
で
は
「
朝
倉
」
を
「
牧
倉
」
「
浦
郷
」
を
「
浦
江
」
と
し
て

い
る
が
、
北
条
涛
八
氏
所
蔵
の
写
本
で
は
「
朝
倉
」
・
「
浦
郷
」
に
な
っ
て
い
る
。

６
「
北
条
五
代
記
」
『
犬
也
入
道
弓
馬
に
達
者
の
事
」
の
項
に
よ
る
。

７
「
関
八
州
古
戦
録
」
『
北
条
家
礪
評
定
付
山
中
城
守
兵
事
』
及
び
、
『
上
方
勢

攻
落
山
中
城
事
』
の
項
に
よ
る
。

８
「
新
編
相
模
国
風
土
記
稿
」
に
よ
る
。

９
現
存
す
る
の
は
、
基
壇
・
基
礎
・
笠
（

基
壇
・
基
礎
・
笠
の

る
。

四
）
」
（
横
須
賀
市
博
物

註

し
財
」
（
横
須
賀
市
教
育
委
員
会
編
昭
和
四
十
三
年
）
と

（
横
須
賀
文
化
協
会
編
昭
和
四
十
三
年
）
と
は
同
一
記
載
。

Ｌ
財
」
及
び
「
横
須
賀
雑
考
」
で
は
、
銘
の
位
侭
を
裏
と
し
て

山
に
あ
る
。
ま
た
、
「
大
旦
主
」
を
「
大
具
主
」
「
六
月
十
一

己
と
記
し
て
い
る
が
、
筆
者
の
所
見
で
は
、
「
大
旦
主
」

み
で
あ
る
が
、
基
壇
は
別
の
も
の
。

「
三
浦
古
尋
録
」
・
「
相
中
留
恩
記
略
」
に
よ

(6)
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5

中世の関西形式例(川勝政太郎｢石造美術入門｣所載）

中世の関東形式例(鎌倉市坂間氏蔵文保元年塔）

横須賀市塚山公園三浦按針墓塔
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3．鎌倉市安養院元和九年塔

5．横須賀市盛福寺寛永元年塔
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6．鎌倉市大宝寺寛永二年塔

8．縦須賀市良心寺朝倉能盗守夫人菜塔

7．横須賀11j嘘細寺元和八年塒

9．仙須賀IIiI紺剛寺年代不明塔
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13

10．鎌倉市安養院寛永三年塔

12．横須賀市自得寺寛永九年塔

11．鎌か市大宝寺寛永七年塔

13．逗子巾海宝院克水- {-三年塔
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